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資料 4-2-① 

令和６年度全体会(総会)実施(案) 

 

〇目的：協議会の活動報告や活動計画の報告を通じて、協議会活動の広報、啓発を図る。 

    「ひきこもりの現状について」をテーマに講演会を行い、ひきこもりについての学習の

場とする。 

     

〇日時：令和６年５月 30 日(木)14:00～16:00  

 場所：東区役所 講堂 

 

〇内容：①令和 5 年度活動報告 

    ②令和 5 年度決算報告 

    ③会則変更について 

    ④令和６年度活動計画案 

    ⑤令和６年度予算案 

    ⑥その他 安否確認訓練について 

 

〇タイムスケジュール： 

   １２：３０ 会場設営準備 

１３：３０ 受付 

１４：０５ 活動報告(報告者・事務局) 

１４：１５ 決算報告(報告者・事務局/監事) 

１４：２０ 会則変更（報告者・事務局） 

１４：２５ 活動計画案報告(報告者・部会長) 

１４：４０ 予算案報告(報告者・事務局) 

１４：４５ 安否確認訓練について（報告者：長田課長補佐） 

１４：５０ 休憩 

１５：００ 講演会 講師：愛知教育大学准教授 川北 稔氏 

１６：００ 終了 

 

〇講演会について 

テーマは「ひきこもりの現状について」 

名古屋ひきこもり地域センター金山 アドバイザー  

愛知教育大学准教授 川北 稔氏を講師に招き講演を行う。 

〇予算 35,000 円 

 郵送代として 5,000 円 

講師代として 30,000 円 
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資料 4-2-② 

令和 6 年度 講演会（案） 

 

〇目的：協議会構成団体の研修の場として、年 1 回開催する。 

    テーマを決めて開催する。 

現場からの様々な話を伺う中で振り返りと気付きを促し、日常業務に活かしていけるよ

うな講演会にする。 

 

 

〇日時：未定 

場所： 未定 

 

〇講師：未定 

 

 

〇テーマ：権利擁護 

     多文化共生について 

     医療的ケアの必要な方の支援について 

     愛着障害 等 

          

     日常業務に関連するテーマで講演会を開催する予定。 
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資料 4-3 

令和６年度 防災部会事業計画（案） 

 

１．基本方針 

（１）東区にお住まいの障がいのある方たちにとって、安心安全な防災体制の検証と災害時

に必要なネットワークの構築を行なう。 

 

 ２．開催頻度 

  （１）毎月 

 

３．今年度の重点目標 

 （１）福祉避難スペース設営訓練での取り組み等をとおして、円滑な運営体制の構築 

 （２）区民への障害のある方への防災に関する意識啓発及び情報発信 

 （３）防災に関する勉強会の支援 

 

４．活動内容 

（１）安否確認訓練の実施 

・年２回の実施（9 月、3 月） 

  （２）研修会の実施 

・防災意識を高めるための研修会の実施（2 月） 

（３）総合防災訓練への参加（9 月） 

 ・総合防災訓練の会場になる学校の見学（5～6 月） 

・福祉避難スペース設営訓練の実施 

・当事者の参加 

（４）啓発活動 

・災害時ヘルプカード・パンフレットの継続配布 

  （５）その他 

 

５．予算 

・防災研修会予算 37,000 円 

（会場費（14,000 円）、チラシ代（3,000 円）、講師代等（20,000 円）） 
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資料 4-4 

令和６年度 相談支援部会事業計画案 

 

1. 基本方針 

・「東区の相談支援体制の質の向上」の取り組みを継続 

・「課題集約」から「課題解決」に向けた取り組みの開始 

・他分野との積極的な交流を通じたネットワ－ク作り 

 

2. 開催頻度・日時 

・原則 2 ヶ月に 1 回 第 2 水曜日 10：00～11：30 

 

3. 活動内容 

・引きこもりに関する事例検討会→引きこもりセンタ－の方を招いての勉強会 

・あいち医療的ケア児支援センタ－の方を招いての勉強会 

・法務能力強化事業 

・ヘルパ－事業所との勉強会 

・茶話会 

 

4. 年間予定表 

月 テ－マ 

4 月 令和 6 年度相談支援部会事業計画 

6 月 弁護士の方を招いての勉強会（法務能力強化事業） 

8 月 引きこもりに関する事例検討会 

10 月 引きこもりセンタ－の方を招いての勉強会 

12 月 あいち医療的ケア児支援センタ－の方を招いての勉強会 

2 月 東区ケアマネさんとの勉強会 

3 月 茶話会 

 

5. 予算 

・勉強会の講師代として 10,000 円 

 

6. 部会長又は代表者 

・今後、立てていく見通しで検討中。 
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          資料 4-5 

令和 6 年度 児童部会事業計画（案） 

 

1、 基本方針 

・東区内の障害児通所支援事業所（児童発達支援事業所・放課後等デイサービス事業所）、

市内障害児関係機関（相談支援事業所・学校関係者・地域有識者等）の周知、及び事業所・

関係機関間の交流・連携を図る。 

・子ども期（0 歳～18 歳）の支援課題の検討・解決及び、研修等を経て支援の質の向上を図

る。 

 

2、 開催頻度及び運営内容 

・児童部会の開催（原則隔月の第 3 火曜日 10：30～12：00 を予定） 

・児童部会開催月の第 2 火曜日に役員、基幹参加による打合せ会を行なう。 

 

3、 活動内容 

・児童発達支援事業所、放課後等デイサービス事業所の交流や情報共有 

・事業所の困難事例の抽出、事例検討会 

・勉強会（療育センター、子ども応援委員会等）、外部講師を招いての研修会 

・ペアレントプログラムの 2 年に 1 回の開催（令和 7 年度実施予定） 

・保護者、スタッフ向けの障害福祉サービスの制度や事業所の説明会・見学会 

 

4、 年間スケジュール（予定） 

 

※会場は原則区役所の会議室としますが、状況によっては社協、ウィルあいち等の会議室の借用

使用する場合があります。 

 

 

開催日               テーマ 

5 月 14 日㈫ 第 1 回 部会員事業所紹介、今年度研修会及び学習会等のフリートーク 

7 月 16 日㈫ 第 2 回 名古屋市との学習会へ向けて、事業所毎の質問内容決定へ 

9 月 17 日㈫ 第 3 回 名古屋市との意見交換・学習会・事例検討 

11 月 19 日㈫ 第 4 回 研修会 

1 月 21 日㈫ 第 5 回 今年度振り返り、次年度計画案及びペアレントプログラムに向け

て 

 2 月 18 日㈫ 第 6 回 次年度年間計画確定、今年度の反省及び次年度に向けフリートー

ク 
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5、 予算 

・20,000 円（研修講師料、ペアレントプログラム準備費用として） 

 

６、役員体制 

役員：沼田氏（ひまわり ABA 教室） 

役員：伊東氏（ネバーランドネクスト） 

役員：熊﨑氏（ぬくもり大曽根） 
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資料 4-6 

令和 6 年度 就労事業所連絡会事業計画案 

 

１．基本方針 

・事業所間での情報共有や意見交換をする中で横のつながりを作り、地域での連携体制の構築を

目指す。 

・支援員や事業所が学ぶ機会を持ち、定期的に事例検討をする中で支援の質の向上を図る。 

 

２．開催頻度 

・2～3 ヶ月に１回程度 

 

３．活動内容 

・情報共有や意見交換の場 

・勉強会、研修会の開催 

・事例検討 

 

実施月 主な協議事項 備考 

5 月 令和 6 年度活動計画 

情報共有、意見交換の場 

 

７月 事例検討会と報告会 過去に事例検討会で事例提供をして下さ

った方のその後の動きについて報告。 

10 月 勉強会 報酬改定についての勉強会 

1 月 事例検討会と報告会  

２月 今年度の振り返り・次年度について  

 

５．予算  

・勉強会の講師代として 10,000 円 

 

６．代表者 

 就労継続支援 B 型事業所むすび 稲田 氏 
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資料 4-7 

広報委員会 令和 6 年度活動計画（案） 

 

１ 目 的 

 障害をお持ちの当事者やご家族・支援者・関係者・地域住民等に対し、東区障害者自立支援連

絡協議会とその活動内容を、「参加と見える化」をテーマにより双方向を意識した情報発信を展

開していく。 

 

２ 活動内容 

（１）広報委員会の開催       毎月 1 回 

（２）ホームページ（以下、HP）のリニューアルの検討 

（３）HP の更新、取材、記事掲載  年 3 回 

（４）SNS を活用した、よりタイムリーな情報発信  随時 

（５）協議会だよりの発行      年 2 回 

 

３ 予 算 

金１２５，４００円 

（内訳）現行 HP の管理費 

 

４ 委員会代表 

 毎回の会議ごとに交代で出席予定 
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資料 4-8 

  福祉製品販売ワーキンググループ 令和６年度事業計画（案） 

 

１  目的 

○福祉製品販売事業所の販路拡大 

○障害についての理解を深める啓発 

○情報交換 

 

２  活動内容 

○区役所における福祉製品の販売 

事業所の申込により月ごとにスケジュールを作成し、通年実施 

○障害を知る DAY における福祉製品の販売 

１２月の障害者週間頃に実施 

○高等学校等における福祉製品の販売 

文化祭等に併せて随時 

○意見交換 

随時 

 

３  予算 

なし 
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資料 4-9 

令和 6 年度 障害を知る DAY について（案） 

 

1  開催概要 

(1) 日  時  12 月の障害者週間に併せて実施 

        日時未定 

        ・土日の開催を想定（4 年度は平日、5 年度は土曜開催） 

        ・開催時間は 3～4 時間程度（開始時間は要検討） 

(2) 場  所  東区役所講堂 

(3) 主  催  障害を知る DAY 実行委員会 

（東区役所、東区障害者自立支援連絡協議会） 

(4) 内  容  ○福祉製品販売コーナー 

・東区内の事業所による製品販売 

○ステージ 

・事業所や団体等によるステージ 

※ステージ演目と体験コーナーとの兼ね合いは要検討 

○障害疑似体験コーナー 

・知的・発達障害体験 

・手話体験 

・車いす体験 

・点字ブロック体験 

・ボッチャ体験コーナー 等 

○その他 

・集客のためのイベント・出し物等 

2  運営 

○実行委員会を月 1 回程度開催し、企画立案と準備を行う。 

○実行委員会のメンバーを増加させ、運営体制を強化する。 

○大学生・高校生の参加を促すことを検討する。 

○ステージや各種コーナーについて、打合せや準備のための時間を確保する。 
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資料 4-10 

令和６年度 精神保健福祉研修会 

 

1．目 的  東区障害者自立支援連絡協議会に所属する構成機関を対象に精神障害にまつ

わる勉強会を行うことで、疾病や障害について理解を深め、普段の業務でおこ

りうる困りごとや支援者の悩み等の解消を目指す。 

   

2. 内 容  毎年１つずつテーマを決め、講義式で開催している。数年で主要疾病・障害を

一巡する予定。 

昨年度実施した際に行ったアンケ―トで「子どもの精神障害」について知りた

いという声があったことから、今年度は「子どもの精神障害」をテーマに塩釜

口こころクリニック院長河合佐和先生に依頼できないか考えている。時期未定。

場所は集合研修の場合は講堂を予定している。 

(参考) 

R4 年度 発達障害について  講師 りんくす名古屋 松浦泰子氏       

       R5 年度  精神病圏について  講師 愛知淑徳大学福祉貢献学部 瀧誠教授 

 

      今年度は 10 月 24 日（木）10 時～1 時間半の予定で塩釜口こころクリニック 

河合佐和先生をお招きし、オンライン（webex）で子どもの精神疾患についてお

話いただく予定としている。 

 

3．その他  研修にかかる費用は保健センター地域密着企画事業から支出を予定してい 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


